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“生活習慣病”とは、食べ過ぎ、運動不足、ストレスな
ど、不健康な生活習慣の積み重ねによって引き起こさ
れる病気をいいます。日本人の３分の１が脳卒中、心
臓病、糖尿病などの生活習慣病（がんを除く）で死亡
しています。

生活習慣病が増加中
～特定健診があなたを救う！！～

● 生活習慣病が年々増加！！

● ４０歳を過ぎたら、“生活習慣病”の危機！！

生活習慣病による受診は５０歳代から増加の
傾向で、１カ月の全受診者のうち、約半数が
生活習慣病によるものです。

メタボに

気をつけないと…

まずは、健康チェックとして、年に１回、特定健康診査を受けることから始
めましょう。

　国民健康保険（国保）は加入者の皆さんが病気やけがなどの時に、安心して医療が受けられる
ように“保険税”を出し合い、みんなで助け合う医療保険です。
　現在、基金（貯金）の残高がなく、赤字の状態です。しかし、医療費は年々増え続けていま
す。生活習慣病の増加は、医療費の増加につながります。このままでは、皆さんへの負担はます
ます増えることになります。
　この危機を脱するには医療費の増加を抑える必要があり、そのためには、皆さんが健康への意
識を高め、健康づくりに取り組んでいかなければなりません。

知ってほしい　国保の現状！

生活習慣病患者数の変化
（関市国保加入者40〜74歳）

生活習慣病の受診状況
（関市国保加入者・平成23年5月診療分）

1ヵ月の受診実人数

生活習慣病の受診者数
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関市国民健康保険に加入している
４０歳～７４歳の方へ

健康だと思っている人も

メタボじゃない人も

健診は受けて

くださいね！！

６月上旬に受診券を

送付しました。

がん検診の受診券と

セットになっています。

４０～７４歳の国保加入者全員を対象に実施しています。
治療中の方も病気の早期発見と生活習慣の振り返りのために、毎年定期的に受けましょう。
※受診方法、集団健診の日程は、受診券に同封したチラシと広報せき５月１５日号をご覧ください。

※人間ドックを受診し、助成金の申請をされる方は特定健康診査を受診できませんので、ご注意ください。

特定健康診査は生活習慣病の原因となる“メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）”を早期に発見す
るための健診ですが、関市では貧血など、その他の病気の早期発見に役立つように独自項目（◎印）を追
加しています。健診費用は１,０００円です。

● 特定健康診査を受けましょう！

基本項目

身体計測 身長、体重、BMI、腹囲

血圧 収縮期血圧、拡張期血圧

血中脂質 中性脂肪、HDL-コレステロール、LDL-コレステロール

血糖 血糖値、ヘモグロビンA１C、尿糖

肝機能 GOT、GPT、γ-GTP

腎機能
◎クレアチニン、◎尿酸、尿たんぱく、
◎尿潜血

貧血 ◎赤血球、◎血色素量、◎ヘマトクリット値、◎白血球、◎血小板

詳細項目
心電図 医師の判断により、実施します。

眼底検査 前年度の健診結果および医師の判断により、実施します。

照会先 国保年金課　☎ 23-6725　  23-7739


